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ＪＲ連合は、ＵＡゼンセン及び運輸労連と政策課題に関する意見交換を実施した。 

昨年発信した「次なる 30 年の強くしなやかなＪＲ産業を創る５提言」が掲げるよう

に「働く仲間や会社、行政、政治などあらゆる関係者とともに、社会に貢献し続ける強

くしなやかなＪＲ産業を創る」べく、ＪＲ連合の政策課題への理解を求めるとともに、

各産業における課題や要望について意見交換を行い、相互の連携強化を図った。 
 

■公共交通を軸としたまちづくりの重要性を共有！ 
２月 15 日、ＵＡゼンセン政策政治局の小笠原呂和部

長、関口太一局員と意見交換を行った。ＵＡゼンセンは

製造、流通、総合サービス等の多種多様な産業で働く仲

間で構成されており、生活の基盤となる「まちづくり」

を活動の主要テーマの一つに掲げ取り組んでいる。 

ＪＲ連合からは政所大祐事務局長、相良夏樹組織・政

治局長、鎗光俊勝労働政策局長、森安祐貴産業政策局長

が出席し、地域公共交通に関する政策提言を紹介するとともに、「駅の近くに商業施設を

配置し賑わい創出につながった事例は多数ある。地域の関係者がまちづくりと公共交通

をセットで捉え、都市機能の一つとして公共交通を軸としたまちづくりを行うことが重

要」と説明した。また、両組織が関係する地方議員の連携によって、地域において連携・

協働する足がかりにしていくことを共有した。 
 

■鉄道貨物輸送が中長距離の輸送を担うため解決すべき課題は？ 
３月 14 日、運輸労連の福本明彦中央書記次長、大

原猛中央書記次長、伊加和産業政策部副部長と意見交

換を実施した。物流業界は改善基準告示改正に伴いト

ラックドライバーが不足する「2024年問題」が喫緊の

課題であり、大量輸送を担う鉄道貨物輸送の活用が解

決策の一つになり得るものの、列車ダイヤの制約やリ

ードタイムの確保等の課題があるとの説明があった。 

ＪＲ連合からは政所事務局長、相良組織・政治局長、森安産業政策局長が出席し、北

海道における「単独維持困難線区」や北海道新幹線の並行在来線にまつわる課題に触れ

つつ、「中長距離の輸送を担う鉄道貨物輸送が役割を発揮することが肝要。ＪＲ貨物の経

営課題に止まらず、国の物流政策の課題として、解決に向け行政や政治に働きかけを行

っている」と説明。今後も情報交換を行い連携することを確認した。 
 

ＪＲ連合は、開会中の通常国会における「地域公共交通活性化再生法」改正法案の審

議や、2024年問題をはじめとする物流の課題等に対し、あらゆる関係者と連携・協働し

ながら取り組んでいく。 


